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○令和６年度反映事例

① 県と静岡県老人クラブ連合会との意見交換会（令和６年８月22日）

担当所属 健康福祉部福祉長寿局福祉長寿政策課

開催目的 高齢者福祉施策の参考とするため

意見概要

各シニアクラブが抱える課題等について、県を交えて共有した。

・会員が年々減っている。役員のなり手がいない。

・活動に参加するための移動手段がない。免許返納した者が増えている。

・乗り合いとする場合、ガソリン代の補助、保険加入等考慮する必要がある。

・認知症基本法施行への県や市町の対応状況について。

・単身高齢者が増え、つながりが減ってきている。

・見守りなどの活動を金銭換算して数値化し、PR に役立てられないか。

施策への反映

・市町、県社協にあて通知を発出し、老人クラブの活用（生活支援体制整備事業の担い

手となること）、支援、周知について協力を依頼。

・市町連合会会長会議において、会員の集め方や役員の負担軽減策について、担当よ

り行政説明を実施。

・県ＯＢに向け、老人クラブの入会案内チラシを配布。

・県老連が実施するグラウンドゴルフ大会等のイベントについて記者提供を行い、周知

に協力。

・認知症基本法の施行に対応し、企業向けの周知啓発事業（官民連携による認知症の

「予防」と「共生」事業）を実施。

・高齢者の社会参加を促し、介護予防に資するため、通いの場活性化支援事業を実施。

テーマ 部局名 所属名 開催日 頁

①
県と静岡県老人クラブ連合会との意見

交換会
健康福祉部 福祉長寿政策課 R６.８.22 １

②
トラック・バス事業者等の道路利用者と

の意見交換会
交通基盤部 島田土木事務所 R６.１２.９ ２

県政さわやかタウンミーティング

開催結果の施策への反映事例
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②トラック・バス事業者等の道路利用者との意見交換会（令和６年１２月９日）

担当所属 島田土木事務所企画検査課

開催目的
トラック事業者、バス事業者等の道路利用者からの意見を聴き、今後の道路行政に反映

していく

意見概要

・ 志太中央幹線の整備により、東側方向からは国道１号薮田西ＩＣから静岡空港への

アクセスが大変良くなる。西側方向からは国道１号菊川ＩＣから金谷御前崎連絡道路

を経由して静岡空港までのアクセスが大変良くなる。

・ 国道１号４車線化について島田市内で整備が行われているが、未整備の２車線区間

で渋滞が起きてしまうのではないか。

・ 県道河原大井川線に隣接して会社を経営しているが、県道は土木事務所（県）が管

理し、大井川の堤防は国交省が管理しており、草刈りが２度行われるなど非効率に

感じる。事務の効率化が何とかならないか。

・ 流域治水などについて説明があったが、1,000 ㎡以上の開発行為の場合、調整池

を設けることになっている。道路事業では調整池を設けてほしい。

施策への反映

・ 事務の効率化について、伊豆地域では維持管理業務について包括民間委託を行っ

ており、県と市が連携している事例も出てきた。国交省とは事例がないため、今後検

討していきたい。

・ 道路事業への調整池の設置について、富士市内で道路地下にボックスを設置し調

整池を設けている事例もあり、島田市内の南原工区でも道路事業に合わせて調整

池を設置する工事を行っている。


